
●
8
月
29
日	

浅
見
真
州
師
四
十
九
日
忌
法
要

	

於
駒
込
・
江
岸
寺

●
9
月
16
日
　
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
身
延
理
事
会

	

於
山
梨
県
身
延
町
・
久
遠
寺
❶

●
9
月
17
日
　
金
沢
・
釜
師
宮
崎
寒か
ん
ち雉
氏
　
継
承
茶
会

●
9
月
23
日
　
秋
季
彼
岸
会
合
同
法
要

	

3
0
0
余
名
参
拝
焼
香

●
10
月
3
日	

伊
勢
ケ
浜
親
方
還
暦
土
俵
入
り　

	

当
住
夫
人
参
加

●
10
月
9
日	

宗
祖
お
衣
替
え
❷

●
10
月
18
日	

安
田
顕
實
師
七
回
忌
法
要
❸

●
10
月
21
日	

宮
武
憲
之
先
生
（
同
志
社
大
学
）
鴻

池
・
永
岡
家
事
跡
調
査
来
山
❹

●
10
月
23
日	

彫
刻
家
吉
田
大
象
先
生
（
信
光
院
智

温
日
象
居
士
）
十
三
回
忌
追
善
菩
提

●
10
月
24
日	

彫
刻
家
吉
田
芳
夫
先
生
（
創
隆
院
智

徹
日
芳
居
士
）
三
十
三
回
忌
追
善
菩
提

●
11
月
3
日	

宗
祖
御
会
式
　
2
0
0
余
名
参
拝

●
11
月
7
日	

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
聖
誕
八
百
年
慶
讃
報

恩
感
謝
大
法
要
　
導
師
宗
務
総
長
二

瓶
海
照
台
下　

於
代
々
木
立
正
寺

●
11
月
8
日
　
第
15
回
日
経
能
楽
鑑
賞
会
　

	

浅
見
慈
一
師「
楊
貴
妃
」　

於
千
駄
ヶ
谷
・

国
立
能
楽
堂

●
11
月
9
日
　
烏
山
仏
教
会
　
於
常
福
寺
（
2
年
ぶ
り

開
催
）	

●
11
月
11
日	

烏
山
小
学
校
児
童
約
1
0
0
名
寺
内
見
学

西
澤
國
光
職
員
案
内

●
11
月
13
日
　
第
19
代
法
華
宗
宗
務
総
長
二
瓶
海
照
台

下
御
遷
化

●
11
月
14
日
　
富
山
市
信
行
寺
へ
当
住
上
人
弔
問

●
11
月
17
日
　
二
瓶
宗
務
総
長
台
下
通
夜

　
　
　
18
日
　
信
行
寺
葬
（
葬
儀
）
　

	

於
オ
ー
ク
ス
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
平
安

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

●
11
月
20
日
　
第
11
回
　
竹
灯
籠
能
・
落
語
会

	

秋
晴
れ
の
中
、
春
風
亭
一
之
輔
師
匠
に

よ
る
落
語
、
第
1
席
「
唖お
し

の
釣
り
」
、
第

2
席
「
う
ど
ん
屋
」
を
披
露
し
、一
之
輔

師
匠
・
浅
見
慈
一
師
・
当
住
上
人
に
よ
る

三
者
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
竹
灯
籠
能
「
杜か
き
つ
ば
た若

」
を
浅
見
師
に

よ
り
、
華
麗
な
舞
い
が
演
じ
ら
れ
ま
し

た
。
❺

●
11
月
26
日	

総
代
会
・
歴
代
法
要
・
懇
親
会

●
11
月
29
日	

当
住
夫
妻
、
逗
子
妙
法
精
神
教
会
訪
問

	

久
美
夫
人
、
茅
ヶ
崎
彫
刻
家
吉
田
芳
夫

先
生
御
子
息
建
氏
宅
彫
刻
奉
納
御
礼

訪
問

●
12
月
7
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会
　

	

於
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

●
12
月
9
日	

二
瓶
宗
務
総
長
宗
務
院
学
林
合
同
葬	

於
尼
崎
市
本
興
寺
❻

	

猿
江
別
院
写
経
会

●
12
月
12
日
　
内
田
祥
三
先
生
五
十
回
忌
法
要

●
12
月
24
日
　
お
焚
き
上
げ
法
要

法要のご案内
（別紙参照）

節分会追善式（豆まき）
2 月3日（木）

コロナウイルス感染の拡大防止のため、
感染対策を十分に行い奉修いたします。

春季彼岸会中日法要
3月21日（月・祭）
初座：午前11時　第二座：午後 2時

孟蘭盆会施餓鬼法要
7月16日（土）
新孟蘭盆会法要（新盆）　午前11時
孟蘭盆会法要　午後 2時

❺❺

❻❻

47No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 4年 1月 1日発行

　
本
日
、
謹
み
敬
っ
て
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
総
長　
二
瓶
海
照
台
下　
廣

大
院
日
照
上
人　
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
・
学
校
法
人
法
華
学
園
合
同
葬

の
儀
典
を
虔け
ん

修し
ゅ
うせ

ら
る
る
に
あ
た
り　
宗
教
法
人
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院

内
局
一
同
を
代
表
し　
謹
み
て
敬
弔
の
意
を
捧
げ
ま
す

　

総
長
台
下
ご
遷
化
の
報
は　

私
ど
も
の
み
な
ら
ず　

全
宗
門
人　

延
い
て
は

日
蓮
聖
人
門
下　
仏
教
界
全
体
に
と
り
ま
し
て
青
天
の
霹へ
き
れ
き靂
で
あ
り
ま
し
た

　
先
日
行
わ
れ
ま
し
た
宗
務
総
長
選
挙
に
お
い
て　
宗
門
各
聖
の
ご
推
挙
を
受

け
立
候
補
さ
れ
当
選　
第
四
次
二
瓶
内
局
発
足
に
向
け
て　
ま
た
開
催
が
延
期

さ
れ
て
い
た
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
聖
誕
八
百
年
報
恩
感
謝
大
法
要
の
奉
修
な
ど　

コ
ロ
ナ
後
の
宗
門
発
展
に
向
け
て　
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
更
な
る
ご
活
躍
を
賜
る

も
の
と
信
じ　
全
力
で
お
仕
え
す
る
べ
く　
心
構
え
し
て
い
た
矢
先
の
事
で
あ

り　
一
同　
銷
魂
の
極
み　
無
念
で
な
り
ま
せ
ん

　
総
長
台
下
御
生
前
中　
そ
の
お
人
柄
は
温お
ん
こ
う厚

篤と
く
じ
つ実　

時
を
得
て
は
剛ご
う
き毅

果か
か
ん敢

　
会
議
で
も
懇
親
会
で
も
台
下
の
呵
呵
大
笑
は
周
囲
全
て
を
笑
顔
に
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た　

　
台
下
の
ご
功
績
は
枚ま
い
き
ょ挙

に
遑
い
と
ま

無
く　
語
り
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
敢
え
て
挙
げ
さ

せ
て
頂
く
の
で
あ
れ
ば　
布
教
と
教
育
に
尽
瘁
な
さ
れ
ま
し
た

　
昭
和
四
十
四
年
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
法
華
宗
青
年
伝
道
隊
第
一
期
生
と
し

て
布
教
・
弘
通
に
貢
献
さ
れ　
後
に
法
華
宗
布
教
師
会
の
会
長
も
長
く
お
務
め

に
な
ら
れ
ま
し
た　
平
成
二
十
一
年
に
宗
務
総
長
に
ご
就
任
さ
れ
て
か
ら
は　

三
期
十
二
年
の
長
き
に
亘
り　
宗
門
を
牽
引
し　
宗
務
運
営　
檀
信
徒
教
化
な

ど
陣
頭
指
揮
を
お
執
り
頂
き
ま
し
た　
台
下
の
決
断
力　
行
動
力　
実
行
力
の

比
類
無
き
事
は　
衆
口
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

　
殊
に　
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災　
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾

有
の
事
態
で
あ
っ
て
も　
台
下
は
冷
静
沈
着　
機
略
縦
横　
い
ち
早
く
ご
対
応

さ
れ　
私
ど
も
を
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た　
そ
の
根
底
に
は
台
下
が
若
い
頃

か
ら
お
持
ち
で
あ
っ
た
弘
通
広
宣　
真
俗
圓
満
を
願
う
と
い
う
強
い
お
気
持
ち

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う

　
教
育　
殊
に
後
進
育
成
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た　
興
隆
学
林
新
校
舎

建
設　
信
行
勧
学
院
の
改
修　
さ
ら
に
は
宗
祖
聖
誕
八
百
年
記
念
事
業
と
し
て

の
法
華
宗
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
仏
教
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
耐
震
工
事
の
完
遂　
行

政
面
に
於
い
て
は　
法
華
宗
布
教
研
修
所
の
新
設　
全
日
本
仏
教
会
へ
の
役
員

派
遣　
勝
劣
派
各
御
宗
門
と
の
交
流
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
し
ょ
う　

　
常
に
宗
門
を
想
い　
若
い
者
の
行
く
末
を
考
え　
利
他
の
精
神
に
富
ん
で
お

ら
れ
た
台
下　
そ
の
謦
咳
に
触
れ
た
者
も
多
く　
こ
の
堂
内
の
み
な
ら
ず　
全

国
各
地
に
台
下
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
そ
の
御
遷
化
を
悼
む
声
が
満
ち
て
お
り
ま

す
　
未
だ
警
戒
を
怠
る
こ
と
の
で
き
な
い
コ
ロ
ナ
禍　
昨
今
の
経
済
事
情　
人
心

の
乱
れ
が
顕
著
な
こ
の
時　
二
瓶
総
長
台
下
が
立
案　
実
行
さ
れ
よ
う
と
し
た

事
業
が
多
々
ご
ざ
い
ま
し
た

 

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
で
き
な
い
の
で
は
な
い　
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

事　
や
る
べ
き
事
が
あ
る
」

と
し
て
種
々
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た　
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
と
い
う
時
流
に

対
し
ま
し
て
も
果
敢
に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た　
私
ど
も
未
熟
に
し
て

台
下
の
足
下
に
も
及
び
ま
せ
ん
が　
そ
の
ご
遺
志
を
継
ぎ　
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

　
霊
山
浄
土
よ
り
御
教
導
賜
り
ま
す
と
と
も
に
宗
門
繁
栄　
弘
通
広
宣
に
御
守

護
御
加
護
垂
れ
賜
ら
ん
こ
と
を
冀
こ
い
ね
がい 

以
て
弔
辞
と
い
た
し
ま
す

　
若
親
近
法
師　
速
得
菩
薩
道　
随
順
是
師
学　
得
見
恒
沙
佛

本
門
八
品
上
行
所
伝
本
因
下
種
之
南
無
妙
法
蓮
華
経

維こ
れ

時と
き　

　
令
和
三
年
十
二
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
華
宗　
宗
務
総
長
代
務
者　
総
務
部
長　
三
吉
廣
明

　
弔 

辞

　

令
和
３
年
11
月
13

日
、
法
華
宗（
本
門
流
）

宗
務
総
長（
同
代
表
役

員
）・
学
校
法
人
法
華

学
園（
興
隆
学
林
専
門

学
校
）
理
事
長
二
瓶
海

照
台
下
が
ご
遷
化
さ
れ

ま
し
た
。
6
日
前
お
元
気
に
て
、
代
々
木
立
正
寺
聖
誕

八
百
年
大
法
要
の
御
導
師
を
お
勤
め
な
ら
れ
た
後
の
俄

に
わ
か

の
ご
遷
化
で
あ
り
ま
し
た
。

　

台
下
は
3
期
12
年
に
亘
り
、
法
華
宗
宗
務
総
長
と
し

て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
17
、
18
日
に
は
、

富
山
市
に
於
い
て
、
ご
自
坊
信
行
寺
葬
と
し
て
通
夜
、

葬
儀
が
執
行
さ
れ（
写
真
下
）、
12
月
9
日
に
は
法
華
宗

宗
務
院
・
学
校
法
人
法
華
学
園
合
同
葬
と
し
て（
左
記
に

当
住
上
人
弔
辞
転
載
）、
興
隆
学
林
の
あ
る
尼
崎
市
大
本

山
本
興
寺
本
堂
に
て
粛
や
か
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。 

【略歴】昭和 20年千葉県に生まれ、同 39年に法華宗興隆学林本科を卒業、
翌 40年に信行寺住職に就任。北陸教区宗務所長、法華宗布教師会会長な
どを歴任、平成 21年に宗務総長に就任。興隆学林校舎新築、檀信徒代表
者研修会の開催や布教研修所の発足など、宗門の布教体制強化を進める。

法華宗（本門流）宗務総長
二瓶海照台下ご遷化

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 	 月 8 日	 初題目	・勉強会「日蓮紀行」拝読	17

2 	 月 3 日	 節分会追儺式（豆まき）

3 	 月 12	日	 勉強会「日蓮紀行」拝読	18

4 	 月未定	 正隆会ウォーク（予定）

5 	 月 14	日	 勉強会「日蓮紀行」拝読	19

6 	 月 11	日	 勉強会「日蓮紀行」拝読	20

7 	 月 9 	日	 写経会

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。

午後 2時開催

新型コロナウイルス感染拡大防止のため離隔距離をとり、実施いたします。

当住上人の
宗務院宗務院 diarydiary

8/30,10/8,10/27,11/17,12/21　 内局会議
9/7-9 教学研究所総会　ズーム・リアル併用
11/17,12/21　責任役員会議

　鵠沼・晴明庵	 11 月 23 日　御会式

令和四年元旦

「華の宴」（一双屏風右隻）中村美希画・平成 29 年　猿江別院所蔵

新しい歳を壽ぎ御多幸を
お祈り致します

色づく秋、当山山門の銀杏の木の前で。
左（白）：４歳♀の劫

こう

子
こ

、右（黒）：２歳
♂の玄

げん

之
の

典
すけ

。（昨年11月17日撮影）

猿江別院御写経会 10 月 14 日（木）・12 月 9  日（木）
午後1時より 午後7時まで開催　参加費：︎500 円

❶❶

❸❸

❹❹ ❷❷



住
職　

三
浦
先
生
、
早
苗
総
代
、
こ
ん
に
ち
は
。

本
日
は
お
忙
し
い
中
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
本
年
５
月
３
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

妙
壽
寺
の
ご
総
代
で
あ
り
建
築
家
、
そ
し
て
、

東
大
名
誉
教
授
で
あ
る
内
田
祥
哉
先
生
の
思
い

出
を
早
苗
総
代
、
三
浦
先
生
と
語
り
合
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
般
内
田
先
生
の
ご
自
宅
に
上
が
っ
た
と
き
に
、

お
身
内
か
ら
先
生
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
（
建
築

学
）
誌
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
建
築
業
界

誌
か
ら
、
内
田
先
生
の
業
績
、
足
跡
な
り
が
い

ろ
い
ろ
な
形
で
出
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
日
は
妙
壽
寺
と
内
田
先
生
と
の
関
わ
り
と

し
て
、
内
田
先
生
が
こ
の
お
寺
に
残
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
は
何
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
我
々

が
そ
の
ご
遺
志
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

べ
き
か
、
そ
の
よ
う
な
お
話
を
伺
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

早
苗
さ
ん
の
ご
記
憶
の
中
で
、
初
め
て
内
田

先
生
に
お
会
い
し
た
の
は
本
堂
再
建
建
設
委
員

会
の
会
計
を
ご
担
当
頂
い
た
時
で
す
か
。

早
苗
総
代
（
以
下
、
敬
称
略
）　

そ
う
で
す
。

住
職　

本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
に
内
田
先
生

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
平
成
24
年
「
テ
ラ
ス
」

12
・
13
号
）
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
堂
再

建
建
設
委
員
会
結
成
当
時
の
総
代
の
小
林
（
美

之
助
）
さ
ん
、
世
話
人
の
田
辺
（
善
雄
）
さ
ん

と
私
で
、
東
大
11
号
館
の
工
学
部
の
内
田
先
生

の
研
究
室
に
お
伺
い
し
た
と
き
の
緊
張
感
が
ま

だ
リ
ア
ル
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
内

田
先
生
が
「
妙
壽
寺
さ
ん
と
の
ご
縁
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
お
引
受
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
運

営
と
財
務
に
関
し
て
は
ご
総
代
方
に
お
願
い
を

し
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
あ
の
当
時
、

内
田
先
生
は
現
職
の
教
授
で
、
公
職
が
40
幾
つ

か
あ
っ
て
、
毎
日
が
多
忙
を
極
め
る
お
立
場
で

し
た
。
で
も
、
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
苗
さ
ん
覚
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
田
邊
さ
ん

が
松
井
建
設
の
八
角
の
本
堂
の
図
面
を
持
っ
て

こ
ら
れ
て
、
あ
れ
が
結
構
、
起
爆
剤
と
な
っ
て
、

総
代
会
で
本
堂
再
建
を
や
ろ
う
と
い
う
話
が
大

二
階
で
出
ま
し
た
ね
。

早
苗　

大
概
、
建
設
委
員
会
の
と
き
は
角
の
部

屋
で
し
た
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
。
田
邊
さ
ん
が
そ
れ
を
広
げ

た
の
が
大
二
階
、
鍋
島
客
殿
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
加
藤
と
く
さ
ん
が
い
ら

し
て
、
そ
れ
か
ら
、
第
１
回
の
と
き
は
小
松
（
宇

兵
衛
）
の
お
じ
様
が
…
。

早
苗　

え
え
。
お
じ
が
ま
だ
元
気
で
し
た
。
内

田
先
生
は
、
最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
、

怖
い
印
象
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
、
後
で

ち
ょ
っ
と
お
話
す
る
と
き
の
お
顔
と
、
会
話
の

と
き
は
非
常
に
静
か
に
、
よ
く
分
か
る
よ
う
に

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

本
堂
再
建
委
員
会

　

－

存
在
感
を
放
つ
内
田
先
生

住
職　

さ
て
、
昭
和
59
年
５
月
13
日
、
新
本
堂

が
落
慶
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
、

丹
野
（
政
雄
）
さ
ん
、
宮
岡
（
栄
吉
）
さ
ん
と

い
う
３
人
の
ご
総
代
が
お
ら
れ
て
、
お
寺
と
し

て
は
基
金
が
あ
っ
て
、
そ
の
基
金
と
お
檀
家
か

ら
お
金
を
勧
募
す
る
と
。
そ
う
い
う
体
制
の
建

設
委
員
会
で
し
た
。

早
苗　

は
い
。
そ
の
時
の
写
真
が
確
か
あ
り
ま

す
。

住
職　

早
苗
さ
ん
、
本
堂
再
建
委
員
会
で
の
思

い
出
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

早
苗　

盛
高
（
勢
以
・
故
人
）
さ
ん
か
ら
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
土
地
が
、
割
に
そ
の
当
時
の
い

い
値
で
売
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
安
心

し
た
と
い
う
か
、
３
本
柱
の
１
本
と
い
う
感
じ

で
し
た
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
あ
た
り
も
内
田
先

生
が
非
常
に
ご
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

お
寺
の
も
と
も
と
の
蓄
え
と
、
当
時
盛
高
家
と

い
う
大
檀
家
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
こ

そ
内
田
研
究
室
が
あ
る
東
大
本
郷
の
す
ぐ
近
く

に
盛
高
家
の
貸
地
底
地
が
あ
り
、
そ
れ
を
売
却

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
本
目
が
檀
信
徒

か
ら
の
浄
財
で
す
。

　

三
浦
先
生
、
私
が
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、

新
本
堂
は
２
年
半
ぐ
ら
い
で
で
き
る
計
画
で
す

が
、
盛
ん
に
内
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

の
は
、「
寺
院
建
築
と
い
う
の
は
非
常
に
時
間
を

か
け
て
、
何
代
も
か
け
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は

１
０
０
年
単
位
ぐ
ら
い
で
や
る
も
の
で
す
よ
」

と
。「
だ
か
ら
、
住
職
、
重
々
に
よ
く
考
え
て
く

だ
さ
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
ご
意
見
を
受
け

ま
し
た
。

　

最
初
に
心
に
残
る
ご
意
見
は
、
一
般
の
住
宅

は
す
ぐ
住
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
も
、

社
寺
建
築
と
い
う
の
は
長
い
ス
パ
ン
の
中
で
い

い
も
の
を
残
し
て
い
く
と
い
う
考
え
が
あ
る
の

で
す
よ
と
。
今
考
え
た
ら
当
た
り
前
で
す
が
、

非
常
に
示
唆
に
富
ん
だ
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
で
す
。

三
浦
先
生
、
い
か
が
で
す
か
。

三
浦
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）
そ
の
と
お
り
だ

と
思
い
ま
す
。
先
生
、
案
外
せ
っ
か
ち
な
性
格

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
早
く
容
易
に
決
め
る

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
内
田
先
生
、
抵
抗

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
決
断
す
る
に
は
、
よ
く

考
え
て
か
ら
と
。

早
苗　

ゆ
っ
く
り
で
い
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く

言
わ
れ
ま
し
た
ね
。

住
職　

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

三
浦　

こ
こ
（
東
祥
苑
）
の
設
計
の
素
案
と
い

う
か
、
エ
ス
キ
ス
、
全
部
で
26
案
ぐ
ら
い
描
か

れ
た
わ
け
で
す
。
あ
の
と
き
は
早
苗
さ
ん
も
関

わ
ら
れ
て
、
２
週
間
に
一
回
の
打
合
せ
だ
か
ら
、

月
に
２
案
出
た
と
し
て
も
、
か
け
た
時
間
は
１

年
な
ん
て
も
の
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

住
職　

私
は
、
そ
こ
で
初
め
て
エ
ス
キ
ス
（
下

絵
）
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

三
浦　

猿
江
別
院
設
計
の
と
き
に
、
僕
は
２
案

し
か
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る

と
内
田
先
生
の
熱
意
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

住
職　

今
も
時
々
、
翠
雲
堂
が
須
弥
壇
、
前
机

を
新
調
し
、
そ
の
横
に
パ
ネ
ル
が
貼
っ
て
あ
り

ま
す
。
あ
の
建
設
委
員
会
の
方
々
の
お
顔
を
お

一
人
ず
つ
思
い
出
し
ま
す
ね
。

　

で
も
、
今
、
エ
ス
キ
ス
の
話
が
出
ま
し
た
け

ど
、
建
設
委
員
会
も
随
分
行
な
い
ま
し
た
ね
。

早
苗　

有
能
な
方
ば
か
り
で
し
た
ね
。
そ
れ
で
、

お
話
し
て
い
て
も
、
よ
く
分
か
る
よ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
り
、
勉
強
に
も
な
っ
た
し
、
私
な
ん

か
は
ね
。
お
寺
に
来
る
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す

ね
。
そ
う
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
本
堂
が

建
つ
ん
だ
と
い
う
、
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
が
す

ご
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
、
あ
の
と
き
は
。

住
職　

今
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
日
照
上
人
の

こ
と
を
恐
ら
く
そ
の
当
時
一
番
よ
く
、
時
代
的
に

同
じ
時
代
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
婦
人
会
会
長
の

加
藤
と
く
さ
ん
が
お
元
気
で
お
ら
れ
て
、
あ
る
種

の
そ
う
い
う
意
味
で
は
加
藤
と
く
さ
ん
が
精
神

的
支
柱
で
し
た
ね
。
そ
こ
に
、
60
歳
ぐ
ら
い
の
内

田
先
生
が
お
ら
れ
て
、
そ
の
内
田
先
生
が
い
る
こ

と
の
安
心
感
が
あ
っ
て
、
そ
の
両
輪
で
も
っ
て
建

設
委
員
会
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

早
苗　

本
当
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
ね
。

堺
市
顕
本
寺
本
堂
が

完
成
す
る
ま
で

住
職　

さ
て
、
そ
う
い
う
中
で
、
日
照
上
人
を

尊
敬
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
堺
市
顕
本
寺
の
三

島
秀
也
上
人
を
本
堂
落
慶
式
に
お
招
き
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
３
年
し
て
、
今
度
は
私
が
組
寺

の
、
横
浜
の
お
寺
さ
ん
が
兼
務
し
て
い
る
お
寺

が
、
群
馬
の
四
万
温
泉
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

の
入
山
式
の
と
き
に
、
三
島
上
人
が
出
席
さ
れ

て
い
て
、
落
慶
式
の
後
に
、
妙
壽
寺
本
堂
と
同

じ
本
堂
を
建
て
た
い
と
思
う
が
、
内
田
先
生
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
内
田
先
生
の
作
品
に
顕
本
寺
さ
ん
の
本
堂

が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
阪
ガ
ス
が
内
田
先
生
に
特
命

で
ご
依
頼
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
経
緯
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

三
浦
　
N
E
X
T
21
と
い
う
大
阪
ガ
ス
の
試
作

実
験
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
ね
。
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
内
田
先
生
が
引
き
受
け
ら
れ
た
の

か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
先
生
が
長
年
研
究
さ
れ

て
い
た
、
イ
ン
フ
ィ
ル
と
サ
ポ
ー
ト
、
日
本
で

は
Ｓ
Ｉ
住
宅
と
言
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
構
造

軀
体
と
内
装
を
分
離
し
て
、
建
て
ま
し
ょ
う
と

い
う
、
そ
う
い
う
仕
組
み
の
実
践
の
一
つ
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
内
田
先
生
と
一
緒
に
仕

事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

日
本
建
築
家
協
会
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
旅
行
か

ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
留
守
電
に
あ
の
甲
高
い
声

で
、「
書
院
と
数
寄
屋
の
中
間
み
た
い
な
も
の
を

設
計
し
た
い
と
思
う
の
で
、
手
伝
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
入
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
ま
で

内
田
先
生
と
そ
う
し
た
お
つ
き
合
い
と
い
う
の

は
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
、
突
然
で
。

住
職　

阪
神
大
震
災
の
と
き
に
、
顕
本
寺
さ
ん

の
実
は
本
山
で
あ
る
尼
崎
の
本
興
寺
が
羅
炎
し
、

政
府
の
文
科
省
、
文
化
庁
の
お
立
場
で
内
田
先

生
が
行
か
れ
た
ん
で
す
よ
。

　

そ
う
し
た
ら
、
そ
の
と
き
ご
貫
首
と
政
府
委

員
の
方
が
お
話
す
る
席
で
、「
先
生
は
東
京
か
ら

お
見
え
に
な
っ
た
そ
う
で
」
と
ご
貫
首
が
話
し

て
、「
私
も
東
京
に
い
た
頃
が
あ
り
ま
す
」「
ど

こ
に
い
ら
し
た
ん
で
す
か
」「
妙
壽
寺
と
い
う
と

こ
ろ
に
い
ま
し
た
」「
私
は
妙
壽
寺
の
総
代
で

す
」。
ご
貫
首
で
あ
ら
れ
た
大
平
日
晋
猊
下
は
大

変
驚
か
れ
た
と
の
事
で
す
（
不
敬
事
件
が
勃
発

の
昭
和
16
年
に
当
山
に
お
ら
れ
た
）。

早
苗　

内
田
先
生
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

棟
梁
は
、
日
本
建
築
の
本
当
に
い
い
も
の
が
で

き
た
時
代
な
ん
で
す
よ
と
、
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、
い
い
も
の
が
あ
る

ん
で
す
よ
と
、
残
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
と
。

三
浦　

顯
本
寺
を
設
計
し
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
一
つ
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
最
初
、

妙
壽
寺
の
本
堂
と
同
じ
も
の
を
造
っ
て
ほ
し
い

と
三
島
上
人
に
頼
ま
れ
た
。
そ
の
と
き
に
、
そ

れ
で
、
ど
の
ぐ
ら
い
費
用
が
か
か
る
か
と
、
こ

こ
の
設
計
を
清
水
建
設
で
担
当
さ
れ
た
木
内

（
修
）
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
図
面
を
頂
い

て
、
今
な
ら
屋
根
坪
で
５
０
０
万
円
く
ら
い
か

か
り
ま
す
よ
と
言
わ
れ
た
。
そ
う
す
る
と
10
億

ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
、
と
て
も
そ
の
時
の
予
算

に
は
合
わ
な
か
っ
た
。

住
職　

妙
壽
寺
が
で
き
た
の
が
ち
ょ
う
ど
建
築

不
況
か
ら
バ
ブ
ル
に
な
る
直
前
で
し
た
ね
。
で

す
か
ら
、
建
築
不
況
の
本
当
の
最
後
の
頃
で
し

た
か
ら
、
あ
る
意
味
で
は
低
廉
だ
っ
た
の
か
も

三
浦　

お
塔
婆
入
れ
の
ワ
ゴ
ン
も
ま
た
早
苗
さ

ん
の
発
案
で
ス
ケ
ッ
チ
や
写
真
を
出
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

受
付
で
は
内
田
先
生
の
こ
ん
な
工
夫
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
靴
の
ま
ま
小
玄
関
の
土
間
か
ら

の
来
訪
者
に
も
、
大
玄
関
か
ら
靴
を
脱
い
で
来

た
来
訪
者
に
も
椅
子
に
腰
掛
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
同
じ
よ
う
に
応
対
で
き
る
よ
う
に
カ
ウ
ン

タ
ー
と
床
の
高
さ
の
関
係
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

畳
に
座
っ
た
来
訪
者
に
は
腰
掛
け
れ
ば
と
、
同

じ
場
所
で
三
様
の
対
応
が
で
き
る
と
い
う
の
が

内
田
先
生
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
ご
本
人
も

け
っ
こ
う
気
に
入
っ
て
い
ら
し
た
よ
う
で
し
た
。

受
付
が
常
駐
で
は
な
く
な
っ
て
思
っ
た
よ
う
な

使
い
方
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ず
い
ぶ
ん

未
練
だ
っ
た
よ
う
で
す
か
ら
。

　

そ
の
よ
う
に
使
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
上
下

足
を
切
り
替
え
る
場
所
が
曖
昧
だ
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

住
職　

上
足
と
下
足
の
話
は
随
分
し
ま
し
た
ね
。

三
浦　

そ
う
で
す
ね
。
本
当
は
受
付
の
す
ぐ
後
、

渡
り
廊
下
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
狭
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
靴
を
脱
い
で
事
務
所
に
入

る
予
定
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
足
で
事
務
所

に
入
っ
て
も
い
い
と
い
う
考
え
方
で
し
た
。

　

内
田
先
生
に
と
っ
て
上
下
足
の
曖
昧
な
空
間

は
そ
の
頃
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
先
生
の
ご
自
宅

で
も
そ
う
で
す
が
、
誰
も
先
生
の
思
い
通
り
に

は
使
っ
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
N
E
X
T
21
も
、

こ
こ
も
、
ご
自
宅
で
も
そ
う
だ
っ
た
。
最
近
で

は
、
住
宅
の
中
に
土
間
の
形
で
土
足
の
空
間
を

造
る
と
い
う
設
計
は
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
N
E
X
T
21
の
中
で
も
そ
う
い
う

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
内
田
先
生
の

発
想
と
い
う
の
は
、
何
と
な
く
そ
れ
が
入
り
交

じ
っ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
こ
れ
だ
け
都
市
化
さ
れ
て
、
舗

装
さ
れ
た
道
路
だ
か
ら
、
昔
み
た
い
に
泥
の
つ

い
た
靴
で
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
は
い
っ

て
も
雨
の
と
き
は
困
る
の
で
、
な
か
な
か
そ
う

い
う
使
い
方
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
け
ど
、
住

ま
い
が
洋
風
化
す
る
中
で
上
下
足
の
こ
と
が
取

り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
思
想
で
、
あ
る
学
者
の

家
を
設
計
し
た
と
き
、
来
客
が
ほ
と
ん
ど
外
国

人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
で
の
経
験
な

ど
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

住
職　

や
は
り
先
生
の
お
め
が
ね
に
か
な
う
と

い
う
か
、
そ
う
い
う
言
い
方
は
よ
く
な
い
で
す

が
、
先
生
の
そ
う
い
う
お
人
と
の
つ
な
が
り
と

い
う
の
は
、
す
ご
く
我
々
に
も
影
響
し
て
い
ま

す
ね
。

三
浦　

そ
う
で
す
ね
。
N
E
X
T
21
の
時
に
私

の
と
こ
ろ
に
電
話
が
あ
っ
た
の
も
、
そ
う
い
う

ひ
ょ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
で
す
が
、
本
当
に
そ
う

い
う
つ
な
が
り
が
で
き
て
ゆ
く
と
い
う
と
こ
ろ

が
面
白
い
で
す
ね
、
内
田
先
生
の
交
流
は
。

住
職　

そ
れ
が
偶
然
に
、
妙
壽
寺
に
10
年
書
生

さ
ん
を
し
た
平
島
盛
龍
先
生
が
西
澤
工
務
店
で

本
堂
を
建
て
た
わ
け
で
す
か
ら
、
不
思
議
と
い

え
ば
不
思
議
で
す
ね
。

早
苗　

そ
う
で
す
ね
。
あ
れ
は
不
思
議
に
思
い

ま
し
た
ね
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

し
れ
な
い
で
す
ね
。

三
浦　

そ
れ
で
、
顯
本
寺
の
三
島
上
人
が
上
京

し
、
今
の
費
用
と
し
て
は
こ
の
く
ら
い
し
か
な

い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
引
き
受
け
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
内
田
先
生
の
事
務
所
ま
で
頼
み
に
来

ら
れ
た
。
途
端
に
先
生
は
や
る
気
モ
ー
ド
に

な
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
こ
こ
と
同
じ
も

の
を
造
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
と
き
に

は
、
あ
ま
り
気
乗
り
し
な
い
ご
様
子
だ
っ
た
の

で
す
が
。

住
職　
（
笑
）
な
る
ほ
ど
。

三
浦　

予
算
が
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
サ

ポ
ー
ト
（
構
造
）
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
プ
レ
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
工
夫
し
、イ
ン
フ
ィ
ル
（
内

外
装
）
は
お
金
の
集
ま
り
具
合
で
、
徐
々
に
仕

上
げ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
N
E
X
T
21
の
応
用

で
す
ね
。
お
金
が
集
ま
る
ま
で
は
本
堂
は
茣ご

ざ蓙

敷
き
で
も
我
慢
し
ま
す
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
そ
の

考
え
方
を
容
認
し
て
下
さ
っ
た
三
島
上
人
に
は
、

先
生
、
ず
っ
と
感
謝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
職　

そ
う
い
う
内
田
先
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
す
ご
い
で
す
ね
。
お
金
が
あ
れ
ば
い
い

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
は
気
に
し
て
い
な
い
で

す
ね
。
す
ご
く
工
夫
し
よ
う
と
か
、
先
生
の
ご

本
の
『
造
っ
た
り
考
え
た
り
』
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

本
当
に
造
っ
た
り
考
え
た
り
す
る
と
い
う
こ
と

が
身
に
し
み
て
お
好
き
で
…
…
。

三
浦　

い
や
、
ほ
ん
と
う
な
ら
予
算
は
あ
る
に

こ
し
た
方
が
い
い
の
で
し
ょ
う
が
。
例
え
ば
東

祥
苑
の
時
も
そ
の
で
き
ば
え
に
は
満
足
さ
れ
て

い
た
と
思
い
ま
す
、
褒
め
て
下
さ
い
ま
し
た
か

ら
。
で
も
「
良
く
こ
の
予
算
で
」
と
枕
詞
が
つ

き
ま
し
た
か
ら
ね
。

東
祥
苑
の
設
計

　

－

人
と
の
交
流
で
生
ま
れ
る
創
意
工
夫

住
職　

早
苗
さ
ん
に
は
お
寺
の
行
事
の
受
付
を

母
堂
尼
上
人
の
時
代
か
ら
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
大
玄
関
を
入
っ
て
左
側
が
事
務
所
と

い
う
か
、
受
付
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
お
寺
さ

ん
を
見
て
、
新
し
い
受
付
の
形
式
を
造
る
。
そ

れ
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
、
職
員

さ
ん
が
、
仕
事
が
で
き
る
事
務
所
を
造
っ
て
も

ら
う
。
そ
れ
か
ら
、
お
台
所
の
使
い
勝
手
、
そ

れ
か
ら
、
２
階
に
お
大
事
な
方
が
来
た
と
き
に

接
遇
す
る
場
所
、
幾
人
か
の
書
生
さ
ん
が
泊
ま

る
部
屋
を
造
っ
て
い
た
だ
く
と
。
そ
う
い
う
要

望
を
含
め
て
こ
の
東
祥
苑
の
設
計
と
し
ま
し
た
。

　

早
苗
さ
ん
、
東
祥
苑
の
設
計
と
建
築
に
つ
い

て
当
時
の
思
い
出
と
し
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

早
苗　

私
自
身
も
一
生
懸
命
考
え
て
、
部
屋
割

り
や
な
ん
か
も
し
て
、
先
生
に
見
せ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
何
ヶ
所
か
は
、
こ
う
い
う
の
は

い
い
ね
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

三
浦
　
そ
れ
か
ら
、
覚
え
て
い
る
の
は
受
付
の

と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
の
と
き
の
条
件
と

し
て
は
、
受
付
に
い
つ
も
人
が
常
駐
し
て
座
っ

て
い
る
。
そ
の
と
き
に
事
務
用
品
な
ど
を
ま
と

め
て
ワ
ゴ
ン
で
事
務
所
か
ら
受
付
に
出
し
入
れ

す
れ
ば
便
利
だ
と
い
う
の
は
早
苗
さ
ん
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
し
た
。

住
職　

そ
う
そ
う
。
お
塔
婆
で
す
ね
。

存りし日の内田祥哉先生

宗
祖
聖
誕
8
0
0
年
記
念
・
本
堂
落
慶
35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

早
苗
靖
夫
氏
（
早
苗
家
12
代
目
当
主
・
当
山
総
代
）

三
浦
清
史
先
生
（
こ
う
だ
建
築
設
計
事
務
所 

代
表
）

三
吉
廣
明
上
人
（
当
住
上
人
）

令
和
3
年
9
月
13
日 

10
時
30
分
よ
り
　
於
妙
壽
寺
（
東
祥
苑
・
持
仏
の
間
）

鼎
談
「
内
田
祥よ

し
ち
か哉
先
生
の
思
い
出
」（
上
）


